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１．転圧管理システムCompaction Meister
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技術概要＋活用効果
応募者名 酒井重工業株式会社

技術名称 転圧管理システム Compaction Meister （CM）

技術の概要

路盤とアスファルト（以降As）の締固め品質に影響を与える転圧回数計測と、加速度応答法による路盤剛性計測
（酒井重工業CCV）、さらにAs施工時の表面温度計測を備えたシステムである。転圧作業中にリアルタイムで全面計
測するため、品質管理の省力化と面的管理を可能とする。計測データの信頼性を高めるため、作業中リアルタイムに
WEBサーバへ保存する。専用WEBアプリは帳票作成機能を有し、品質管理作業の効率化も可能である。

図・写真

活用効果

・ 現場でのリアルタイムな品質確認が可能となり、施工品質の即時判定ができる
・ 面的な品質管理データの取得により、施工の均一性を確保できる
・ 過去の施工データとの比較により、品質管理の精度向上が図れる
・ データの蓄積により、将来的な品質基準値の最適化が可能となる
・ 路床を含めた舗装構造全体の品質を総合的に評価できる
・ 下層の影響を把握することで、より適切な施工管理が可能となる
・ 施工不良の原因究明が容易となり、品質管理の効率化が図れる
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２．ICT現場土工品質管理技術
「次世代αシステム」

資料－５

5-3



技術概要＋活用効果
応募者名 株式会社大林組、前田建設工業株式会社

技術名称 ICT現場土工品質管理技術 「次世代αシステム」

技術の概要
盛土構造物の設計・施工・施工管理・維持管理の一連の流れにおける、次世代αシステムによる取得データの利活用
方法に関する提案。

図・写真

活用効果

• 面的・多点的計測（統計情報取得）結果の利活用：ICT 全数品質管理（情報化品質管理）
• 舗装構造物（路床から舗装まで）の品質担保：設計地盤（路床・路盤）剛性の施工時担保
• 舗装構造の性能設計との連携（舗装の経済的設計）：多層弾性理論設計への物性提供と現場物性を用いた経済的
な舗装厚の設計
• 舗装の長寿命化および脱炭素化：耐用年数/相対的弱部の定量化・可視化と維持管理部門への継承/維持補修工
事量の低減による脱炭素化への貢献
• 性能施工（飽和度管理）への対応：現場重機の最適施工の担保
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３．加速度応答技術を用いた路床地盤の
地盤剛性の面的管理方法
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技術概要＋活用効果
応募者名 奥村組土木興業株式会社

技術名称 加速度応答技術を用いた路床地盤の地盤剛性の面的管理方法

技術の概要

本技術は、転圧管理システム(Compaction Meister)を搭載した振動ローラを使用して、路床の地盤剛性を面
的に非破壊で評価するものである。加速度応答値(CCV値)と地盤反力係数との相関性から、CCV値によって地盤
剛性が評価できる。また、路床部分の品質データを面的に取得することで、舗装表面のひび割れや変状の要因の考
察、類似損傷が考えられる箇所の想定などの利用に期待できる。

図・写真

活用効果

・ 転圧管理システム(Compaction Meister)を搭載した振動ローラを使用して、路床の地盤品質(地盤剛性)を
面的に非破壊で評価
・ 路床の加速度応答値(CCV)と地盤反力係数等の地盤剛性との相関関係から、施工範囲内の地盤剛性を相対的
に評価可能
・ 舗装の損傷要因の考察や類似損傷が予測される箇所の推定など、舗装の高度な維持管理への活用が期待
・ 路盤と路床を合わせた層(アスファルト層の基面)について、部分的な剛性の差が小さくなるように施工管理する
ことで、路面のひび割れ発生等の抑制が期待
・ 測定結果は、電子データとして自動記録され、ヒートマップ等で可視化表示が可能
・ 点群処理ソフト(TREND-POINT等)を活用することによって、図面上に可視化するとともに、他の品質管理
データを属性情報として付与することが可能
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